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「富山市を中心とせる縣下名勝鳥瞰図」（高田家文書・富山県公文書館蔵）

「鉄道旅行案内・部分」

▲

（枡田家文書・富山県公文書館寄託）

▲「立山へ・部分」
　（北野家文書・富山県公文書館蔵）

平成28年
9月29日（木）～11月3日（木）

会期中は10月30日（日）を除き土日も開館開催
期間 9：00～17：00開館

時間
入場
無料

平成28年度富山県公文書館企画展
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開
催
に
あ
た
っ
て

　
人
は
旅
に
何
を
求
め
る
の
で
し
ょ
う
。
江
戸
時
代
は
、
寺
社
参
詣
や
湯
治
、
物
見
遊
山
の
旅
が
盛
ん
で
し
た
。
明
治
に
な
り
、
道
路
・
鉄
道
網
が

整
備
さ
れ
る
と
、
旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、
各
地
に
観
光
名
所
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
富
山
県
で
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
富
直
線
（
富
山
︱
直
江
津
間
）
の
完
成
に
よ
り
北
陸
線
が
全
通
し
て
首
都
圏
と
直
結
し
た
の
を
機
に
、

一
府
八
県
連
合
共
進
会
を
開
催
し
、
名
所
旧
跡
や
富
山
の
良
さ
を
県
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
は
、
新
聞
や
名
所
案
内
、
地
図
、
絵

葉
書
な
ど
か
ら
情
報
を
集
め
、
全
国
的
景
勝
地
か
ら
身
近
な
避
暑
地
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
観
光
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
は
、
経
済

復
興
・
高
度
経
済
成
長
が
進
む
中
、
自
然
保
護
に
配
慮
し
つ
つ
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
開
通
さ
せ
る
な
ど
、
富
山
の
観
光
は
常
に
時
代
の
中

で
変
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
北
陸
新
幹
線
開
業
一
周
年
を
迎
え
た
今
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
史
資
料
を
も
と
に
、
人
々
が
旅
や
観
光
を
ど
う
と
ら
え
、
憧
れ
や
関
心
を
寄
せ
た
の
か
、
そ
し
て
、
観
光
が

ど
の
よ
う
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。
富
山
の
「
む
か
し
」
と
「
い
ま
」
を
知
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、

今
後
の
活
力
・
魅
力
あ
ふ
れ
る
富
山
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
や
機
関
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
富
山
近
代
史
研
究
会
の
研
究
成
果
に
多
く

の
示
唆
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
国
立
公
文
書
館
　
富
山
県
立
図
書
館
　
富
山
市
郷
土
博
物
館
　
富
山
市
売
薬
資
料
館

　
入
善
町
教
育
委
員
会
　
入
善
町
立
図
書
館
　
富
山
県
観
光
・
地
域
振
興
局
観
光
課
　
公
益
社
団
法
人
と
や
ま
観
光
推
進
機
構

　
富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社
　
富
山
近
代
史
研
究
会
　

　
荒
木
宏
（
小
矢
部
市
）　
石
井
孝
明
（
富
山
市
）　
海
内
宏
憲
（
富
山
市
）　
北
野
洋
子
（
富
山
市
）　
高
田
光
雄
（
富
山
市
）

　
広
野
リ
ツ
（
富
山
市
）　
枡
田
諧
三
（
上
市
町
）　
河
尻
裕
巳
（
岐
阜
県
）　
佐
伯
敬
之
（
千
葉
県
）

�

（
順
不
同
敬
称
略
）

　
　
平
成
二
十
八
年
九
月

�

富
山
県
公
文
書
館
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は
じ
め
に

　

人
は
、
旅
に
何
を
求
め
る
の
だ
ろ
う
か
。
旅
に
出
る
と
、
日
常
と
は
異
な
る
未
知
の
世

界
が
広
が
る
。
訪
れ
た
地
で
の
人
と
の
出
会
い
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
歴
史
や
文
化
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
新
し
い
事
実
や
新
た
な
自
己
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
刺

激
と
な
っ
て
、
心
や
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
旅
行
・
観
光
の
魅
力
は

そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

富
山
県
で
も
今
日
、
い
わ
ゆ
る
「
観
光
」
ブ
ー
ム
の
中
で
、
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致

の
方
策
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
新
た
な
地
域
開
発
、「
お
も
て
な
し
の
心
」（
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
）
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
、「
観
光
立
県
」

を
め
ざ
し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
展
示
で
は
、近
世
か
ら
近
代
、

そ
し
て
現
代
に
い
た
る
ふ
る
さ
と
富
山
の
歴
史
を
、
旅
や
観
光
を
切
り
口
に
「
江
戸
時
代

の
旅
」、「
近
代
に
み
る
観
光
の
幕
開
け
」、「
戦
後
の
観
光
産
業
の
発
展
」、「
こ
れ
か
ら
の

富
山
の
観
光
」
の
四
期
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

一
　
江
戸
時
代
の
旅

　

庶
民
の
旅
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
寺
社
参
詣
が
あ
っ
た
。
寺
社
参
詣
は
、
篤
い
信
仰

心
に
駆
ら
れ
て
聖
地
や
開
祖
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
物
見
遊

山
的
な
も
の
も
多
か
っ
た
。
伊
勢
神
宮
や
善
光
寺
・
身
延
山
参
詣
な
ど
の
他
、
浄
土
真
宗

が
さ
か
ん
な
越
中
で
は
、
京
都
の
東
・
西
本
願
寺
や
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
・
中
興
の
祖

蓮
如
の
旧
跡
巡
り
・
二に

じ
ゅ
う
よ

十
四
輩は

い

の
巡
（
順
）
拝
が
身
近
な
寺
社
参
詣
だ
っ
た
。

　

二
十
四
輩
と
は
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
の
高
弟
二
十
四
人
を
さ
す
。
そ
の
ゆ
か
り
の

寺
院
に
参
拝
す
る
こ
と
を
二
十
四
輩
巡
拝
と
い
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
街
道
や
宿
場
が

整
備
さ
れ
、
経
済
や
治
安
の
向
上
を
反
映
し
、
庶
民
に
と
っ
て
旅
は
身
近
な
も
の
に
な
っ

た
が
、他
所
へ
の
移
動
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、巡
拝
の
旅
に
は「
往
来
手
形（
往

来
一
札
）」と「
関
所
手
形
」の
二
つ
の
証
明
書
が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
で
も「
往
来
手
形
」

は
、
旦
那
寺
、
村
（
町
）
役
人
な
ど
が
身
元
保
証
人
と
な
り
発
行
す
る
身
分
証
明
書
で
、

旅
の
間
は
携
行
し
、不
慮
の
事
故
な
ど
の
際
に
身
分
証
と
し
て
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

旅
の
目
的
・
宗
旨
・
住
所
・
名
前
・
年
齢
な
ど
と
と
も
に
、
旅
先
で
死
亡
し
た
際
に
は
当

地
の
方
法
で
葬
っ
て
ほ
し
い
と
の
旨
な
ど
を
記
す
も
の
で
あ
っ
た
。

「往来手形之事」（広野家文書　富山県公文書館蔵）

寺
社
参
詣

　
　
　
　

往
来
手
形
之
事

一　

浄
土
真
宗　
　

釋
尼　
　
　

妙
圓

　

右
尼
道
心
、
生
国
越
中
射
水
郡
中
村

　

出
生
之
者
ニ
而
同
村
浄
善
寺
弟
子
ニ
而

祖
師
親
鸞
聖
人
ノ
御
旧
跡
順
拝
仕
候

　

所
相
違
無
御
座
候
、
依
之
所
々
御
関
所

　

無
滞
御
通
シ
被
成
可
被
下
候
、
且
又
行
暮
候

　

節
者
一
宿
ツ
ヽ
御
借
可
被
下
候
、
此
上
ハ
万
一

　

何
国
ニ
而
も
病
気
等
指
出
候
欤
、
又
ハ
死
去

　

仕
候
節
ハ
、
乍
御
難
題
其
国
ノ
御
作
法
ヲ

　

以
御
取
隠
被
成
可
被
下
候
、
此
方
江
御
付
届
ニ
ハ

　

及
不
申
候
、
為
其
後
日
ノ
往
来
一
札
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　

越
中
射
水
郡
中
村

　
　

文
化
十
年
酉
九
月　
　
　
　
　

浄
善
寺
（
印
）

　
　
　

所
々
御
関
所

　
　
　
　
　

御
役
人
衆
中

　
　
　
　
　

村
々
役
人
中

− 2−



　
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
み
る
越
中
の
寺
院
は
、
次
の
十
二
の
寺
院
で
あ
っ
た
。

（
寺
院
名
）　
（
開
基
）

・
善
徳
寺　

本
願
寺
第
８
世
蓮
如
上
人　
　
　
　

・
超
願
寺　

親
鸞
聖
人
の
弟
子
、
性
信
上
人

・
瑞
泉
寺　

後
小
松
天
皇
勅
願
所
、
本
願
寺
第
５
世
綽し

ゃ
く
に
ょ如
上
人

・
報
恩
寺　

親
鸞
聖
人
の
弟
子
、
性
信
上
人

・
勝
興
寺　

実
如
上
人

・
東
弘
寺　

親
鸞
聖
人
の
高
弟
、
善
性
上
人

・
極
性
寺　

親
鸞
聖
人
越
後
下
向
時
ゆ
か
り
の
寺
院

・
持
専
寺　

親
鸞
聖
人
越
後
下
向
時
ゆ
か
り
の
寺
院

・
願
海
寺　

親
鸞
聖
人
の
直
弟
、
願
海
坊
真
性

・
極
成
寺　

親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
寺
院

・
徳
法
寺　

親
鸞
聖
人
越
後
下
向
時
に
帰
依
し
た

　
　
　
　
　

源
左
衛
門
の
子
孫

・
浄
永
寺　

斎
藤
別
当
実
盛
の
孫
、
永
井
源
蔵
が
親
鸞
聖
人
に
帰
依

　

江
戸
時
代
の
庶
民
は
、
厳
し
い
暮
ら
し
の
中
で
も
非
日
常
や
癒
し
を
求
め
て
、
物
見
遊

山
や
湯
治
の
旅
に
も
出
か
け
た
。
こ
の
頃
の
湯
治
は
、
五
月
あ
が
り
（
田
植
え
後
）
の
骨

休
め
な
ど
に
、
米
・
野
菜
な
ど
食
料
持
参
で
近
く
の
温
泉
に
出
か
け
、
長
逗
留
を
す
る
の

が
普
通
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
越
中
国
に
お
け
る
代
表
的
な
温
泉
地
は
立

り
ゅ
う
ざ
ん
し
た

山
下
温
泉
、
小

川
温
泉
、
山
田
温
泉
、
鐘か

ね

釣つ
り

温
泉
、
黒く

ろ
な
ぎ薙

温
泉
、
大
牧
温
泉
な
ど
で
あ
っ
た
。
中
で
も

立
山
下
温
泉
は
、
佐
々
成
政
が
「
ザ
ラ
峠
越
え
」
の
際
に
入
湯
し
た
伝
説
を
も
つ
。
既

に
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
四
百
人
も
の
湯
治
客
が
い
た
と
さ
れ
る
。
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）、
そ
れ
ま
で

は
常
願
寺
川
右
岸
の
立
山
参

詣
道
か
ら
湯
元
に
下
る
険
し

い
道
し
か
な
か
っ
た
が
、
常

願
寺
川
左
岸
か
ら
の
道
が

新
た
に
開
か
れ
往
来
が
便

利
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
湯

治
客
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
同

年
に
は
九
千
五
百
人
、
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
は

一
万
三
千
人
を
超
え
る
利

用
者
が
い
た
と
い
う
。
湯

の
効
能
は
、
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）に
「
疝せ

ん

気き

に
よ

し
」、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
は
、
打
疵
・
切
傷
・
中
風
・
筋
痛
・
淋
病
・
し
ょ
う
か
ち
・

癩ら
い

病
等
を
治
す
と
さ
れ
て
い
た
。

　

湯
治
客
は
こ
う
し
た
効
用
の
情
報
を
得
、
各
地
の
温
泉
に
湯
治
に
出
か
け
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
温
泉
番
付
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
が
「
諸し

ょ
こ
く国
温お

ん
せ
ん泉
功こ

う

能の
う

鑑か
が
み」

で
あ
る
。
相
撲
の
番
付
に
な
ら
い
東
西
に
分
け
て
全
国
の
人
気
の
あ
る
温
泉
を
示
し

た
も
の
で
、
温
泉
の
所
在
や
効
能
を
知
る
手
引
書
と
し
て
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

流
行
し
た
。
明
治
末
期
ま
で
は
各
地
で
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
期
以
降
は
次

第
に
出
版
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
近
代
に
入
り
、
全
国
各
地
の
温
泉
に
関
す
る
交
通
・
効
能
・

旅
館
な
ど
の
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「
温
泉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
登
場
す
る
中
で
、
そ

の
役
目
は
終
焉
し
た
と
い
え
る
。

「黒薙温泉図会」（富山県立図書館蔵）

湯
治
の
楽
し
み
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射
水
郡
中
老
田
村
（
現
、富
山
市
）
の
肝
煎
で
あ
っ
た
海
内
狐
山
（
久
五
郎
）
が
、

小
川
温
泉
に
湯
治
に
行
っ
た
際
の
記
録
「
小
川
温
泉
日
記
」
に
は
、
黒
部
奥
山
の
黒

薙
温
泉
へ
の
道
程
も
書
か
れ
て
い
る
。
黒
薙
温
泉
の
開
湯
を
加
賀
藩
が
正
式
に
認
め

た
の
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
な
い
し
慶
応
四
年
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
日
記
に

よ
れ
ば
、
狐
山
は
、
慶
応
元
年
に
黒
薙
温
泉
に
赴
い
て
い
る
。
黒
部
奥
山
は
厳
し
い

藩
の
管
理
下
に
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
風
光
明
媚
で
効
能
の
高
い
黒
薙
温
泉
に
、

近
隣
や
富
山
か
ら
も
人
々
が
休
息
、
癒
し
を
求
め
て
訪
れ
、
入
湯
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

　

越
中
に
は
富
士
山
・
白
山
と
並
び
日
本
三
霊
山
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
た
立
山
を
は
じ

め
、『
万
葉
集
』
の
歌
枕
も
数
多
く
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
室む

ろ
き
ゅ
う
そ
う

鳩
巣
、
高
山
彦
九
郎
、

橘た
ち
ば
な
な
ん
け
い

南
谿
、
頼ら

い

三み

き樹
三さ

ぶ

郎ろ
う

を
は
じ
め
多
く
の
文
人
が
越
中
を
訪
れ
、
詩
歌
や
書
画
を
残
し
、

紀
行
文
を
著
し
た
。
そ
の
中
に
は
、滑こ

っ
け
い
ぼ
ん

稽
本
作
者
十じ

っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

返
舎
一
九
や
俳
聖
松
尾
芭
蕉
も
い
た
。

十
返
舎
一
九
は
、『
越
中
参
詣
立
山
記
行
方
言
修
行
金か

ね
の

草わ
ら
じ鞋
』、
松
尾
芭
蕉
は
、『
お
く
の

ほ
そ
道
』
の
中
で
越
中
の
名
所
旧
跡
や
歌
枕
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
両
作
品
か
ら
越

中
で
た
ど
っ
た
行
程
を
見
て
み
た
い
。

①
『
金
草
鞋
』
の
行
程

　
越
後
国
　
　
　
　
越
中
国

一
振
（
市
振
）
→
堺
（
境
川
）
→
泊
→
三
日
市
→
魚
津
→
滑
川
→
水
橋
→
神
通
川
舟
橋

→
富
山
→
岩
峅
→
横
江
→
血
掛
（
千
垣
）
→
芦
峅
→
湯
川
→
美
女
杉
→
伏ふ

し
お
が
み拝

→
桑
谷
→

中
津
原
→
国
見
坂
→
一
谷
大
鎖
→
室
堂
→
絶
頂
本
社
（
雄
山
神
社
本
殿
）
→
別
山
→

富
山
→
小
杉
→
高
岡
→
森
山（
守
山
）→
氷
見
→
荒
山
峠
→
石
動
→
倶
利
伽
羅
峠
→
金
沢

十
返
舎
一
九
は
、
立
山
登
拝
の
地
だ
け
で
な
く
、
黒
部
の
相あ

い

本も
と
ば
し橋
（
愛
本
橋
）
や
神
通

川
の
舟
橋
な
ど
多
く
の
越
中
の
珍
し
い
景
観
を
洒
脱
に
描
い
て
い
る
。

②
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
行
程

越
後
一
振
（
市
振
）
→
黒
部
四
十
八
ヶ
瀬
→
滑
川
（
宿
泊
）
→
放
生
津
→
高
岡
（
宿
泊
）

→
倶
利
伽
羅
峠
→
金
沢

　

芭
蕉
は
、
越
中
で
は
万
葉
の
歌
枕
を
訪
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
連
日
の
猛

暑
な
ど
で
気
色
す
ぐ
れ
ず
、氷
見
の
「
田
子
浦
の
藤
波
」
な
ど
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
旅
の
中
で
「
早
稲
の
香
や　

分
け
入
る
右
は　

有
磯
海
」
の
句
を
詠

ん
で
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
街
道
は
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、

多
く
の
急
流
河
川
が
越
中
の
交
通
を
妨
げ
た
。

常
設
の
橋
と
し
て
は
富
山
の
舟
橋
、
黒
部
川
の

愛
本
橋
、
立
山
の
藤
橋
が
あ
る
だ
け
で
、
多
く

の
河
川
で
は
、
政
治
的
・
軍
事
的
理
由
の
他
、

財
政
的
・
技
術
的
理
由
か
ら
、舟
に
よ
る
渡
し
、

徒
歩
に
よ
る
徒か

歩ち

渡わ
た
り、

人
足
が
両
脇
を
持
ち
竹

竿
に
つ
か
ま
っ
て
渡
る
竿さ

お

越ご
え

が
利
用
さ
れ
た
。

ま
た
、
飛
騨
街
道
や
五
箇
山
街
道
で
は
籠か

ご

の
渡

し
な
ど
で
川
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
様
子
も
名
所
の
一
つ
と
な
っ
た
。

「
小
川
温
泉
日
記
」
に
み
る
黒
薙
温
泉
へ
の
旅

明治初期の愛本橋（個人蔵）

近
世
越
中
の
名
所

コ
ラ
ム

紀
行
文
に
み
る
越
中
の
旅
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ま
た
、名
所
図
会
な
ど
に
も
越
中
の
霊
山
立
山
の
他
、瑞
泉
寺
や
勝
興
寺
な
ど
の
寺
院
、

珍
し
い
景
観
、
越
中
万
葉
の
故
地
を
含
め
た
様
々
な
名
所
旧
跡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

次
の
よ
う
な
例
が
越
中
の
名
所
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
例
）

・「
五
箇
山
籠
の
渡
し
」

・「
天
柱
石
」

・「
奈
古
の
海
」

・「
奈
古
の
浦
」

・「
古
国
府
の
湊
」

・「
布
施
湖
」

・「
二
上
山
」

・「
越
中
青
城
山
」

・「
黒
部
川
」

・「
愛
本
の
橋
」

・「
神
通
川
船
橋
」

・「
小
川
温
泉
」

・「
大
岩
山
日
石
寺
」

・「
瑞
泉
寺
」

・「
勝
興
寺
」

・「
越
中
滑
川
の
大
蛸
」

・「
蜃
気
楼
」
な
ど

　

江
戸
時
代
、
神
通
川
で
獲
れ
る
鮎あ

ゆ

の
鮓す

し

は
美
味
で
知
ら
れ
、
十
返
舎
一
九
の
『
金

か
ね
の

草わ
ら
じ鞋
』に
も
登
場
し
て
い
る
。ま
た
、ま
す
の
す
し
の
起
源
は
、享
保
二
年（
一
七
一
七
）

料
理
が
得
意
で
あ
っ
た
富
山
藩

士
吉
村
新
八
が
、
三
代
富
山
藩

主
前
田
利
興
に
献
じ
た
「
鮎
ず

し
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
前

田
利
興
は
こ
れ
を
大
変
気
に
入

り
、
新
八
に
鱒
・
鮎
の
す
し
漬

役
を
命
じ
、
時
の
八
代
将
軍
徳

川
吉
宗
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
絶

賛
さ
れ
、
富
山
の
献
上
品
と
し

て
名
物
に
な
っ
た
。
現
在
の
ま

す
の
す
し
は
、
こ
う
し
た
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
富
山
を
代
表
す

る
名
産
品
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

古
来
、
立
山
は
神
の
山
と
し
て
畏
敬
さ
れ
て
き
た
。
平
安
時
代
初
期
に
は
、
浄
土
信
仰

の
広
ま
り
と
と
も
に
神
々
の
支
配
す
る
立
山
に
仏
教
徒
が
入
山
す
る
よ
う
に
な
り
、
立
山

山
頂
は
阿
弥
陀
如
来
の
来
迎
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
極

楽
浄
土
へ
の
往
生
を
求
め
て
登
山
す
る
こ
と
を
禅

ぜ
ん
じ
ょ
う定

登
山
と
い
う
。
立
山
山
麓
の
岩
峅
・

芦
峅
両
寺
の
門
前
に
は
こ
う
し
た
人
々
の
た
め
の
宿
坊
が
発
達
し
た
。

神
通
川
名
物「
あ
ゆ
の
す
し
」か
ら「
ま
す
の
す
し
」へ

「越中五箇山（籠渡シ）」（富山市郷土博物館蔵）（勝興寺『二十四輩順拝図会』佐伯家文書より）

コ
ラ
ム

「越中富山神通川船橋之図、名物あいのすし」
（富山市売薬資料館蔵）

立
山
禅
定
登
山
と
立
山
温
泉
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ま
た
、
佐
々
成
政
が
「
ザ
ラ
峠
越
え
」
の
際
に
入
湯
し
た
伝
承
を
も
つ
立
山
温
泉
は
、

胃
腸
病
に
効
く
名
湯
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
賑
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
温
泉
は
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
ま
で
立
山
登
山
客
や
砂
防
工
事
に
携
わ
っ
た
人
々
を
癒

し
て
き
た
が
、
戦
後
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
の
水
害
で
被
災
し
、
そ
の
後
、
廃

業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
　
近
代
に
み
る
観
光
の
幕
開
け

　

江
戸
時
代
、
加
賀
藩
は
奥
山
廻
り
役
を
設
け
て
立
山
山
中
の
取
り
締
ま
り
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
樹
木
の
盗
伐
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
ま
た
、
山
越
え
に
よ
る
他
領
と
の
交
流
を

警
戒
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
な
り
、
加
賀
藩
の
治
世
と
厳
し
い
自
然
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
越
中

と
信
州
を
結
ぶ
山
越
え
の
道
を
開
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
れ
が
立
山
新
道
で
あ
る
。

〔
立
山
新
道
の
開
削
〕

・
明
治
初
年
、
開
通
社
に
よ
り
開
削
さ
れ
た
日
本
初
の
有
料
道
路

・
越
中
原
村
（
現
、
富
山
市
）
→
立
山
温
泉
→
針
ノ
木
峠
→
信
州
野
口
村
（
現
、
長
野

県
大
町
市
）
を
結
ぶ

・
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
、
ほ
ぼ
通
行
可
能
に
な
っ
た
が
、
莫
大
な
維
持
管
理
費

用
も
か
か
り
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
廃
道
。

　

こ
の
道
は
、
外
国
人
に
も
利
用
さ
れ
、
彼
ら
は
こ
の
立
山
新
道
を
利
用
し
て
登
山
し
、

立
山
や
立
山
カ
ル
デ
ラ
周
辺
の
雄
大
な
自
然
や
文
化
を
詳
細
な
紀
行
文
で
紹
介
し
た
。
こ

う
し
て
立
山
は
、
山
岳
観
光
地
と
し
て
も
海
外
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
立
山
新

道
は
、
開
通
後
数
年
で
廃
道
と
な
っ
た
幻
の
道
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
新
道
は
、
コ
ー
ス
の

相
違
は
あ
る
も
の
の
、昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
に
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」

と
し
て
結
実
す
る
事
業
の
先
駆
け
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
元
来
立
山
は
、
神
の
山
と
し
て
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
外
国
人

に
よ
る
登
山
を
契
機
に
信
仰
や
生
業
や
職
業
の
た
め
で
は
な
く
、
山
を
登
る
行
為
そ
の
も

の
を
楽
し
み
、
価
値
を
見
出
す
近
代
的
登
山
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
探
検
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
登
山
の
普
及
、
さ
ら
に
観
光
と
し
て
の
登

山
の
道
が
開
か
れ
る
道
程
で
も
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
新
た
に
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
女
人
禁

制
の
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
に
も
立
山
登
山
の
道
が
拓
か
れ
た
。

ま
た
、
大
正
時
代
以
降
、
皇
族
も
来
県
時
に
し
ば
し
ば
立
山
登
山
を
行
な
っ
た
。

外国人登山年表

人　

名

年  

号

西
暦

内           

容

ガ
ウ
ラ
ン
ド（
英
）

デ
ュ
ロ
ン（
英
）

明
治
八
年

一
八
七
五

外
国
人
初
の
立
山
登
山

信
州
側
か
ら
立
山
新
道
を
利
用

ガ
ウ
ラ
ン
ド
は
「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
命
名
者

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

　
　
　
　
　
　

 

（
英
）
明
治
一
一
年

一
八
七
八

信
州
か
ら
針
ノ
木
峠
越
え
、
立
山
温
泉
泊

悪
天
候
の
た
め
立
山
登
頂
断
念

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
（
英
）
明
治
一
二
年

一
八
七
九

富
山
側
か
ら
立
山
登
頂
。
信
州
側
に
下
山

ウ
エ
ス
ト
ン（
英
）

明
治
二
六
年

一
八
九
三

信
州
か
ら
針
ノ
木
峠
越
え
、
立
山
温
泉
泊

翌
日
立
山
登
頂
。
富
山
側
へ
下
山

（
大
正
三
年
に
は
逆
コ
ー
ス
で
登
頂
）

立
山
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々

近
代
登
山
の
は
じ
ま
り
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こ
の
よ
う
に
立
山
は
次
第
に
富
山
県
の
代
表
的
山
岳
観
光
地
と
し
て
、
ひ
ろ
く
周
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

一
方
、
小
杉
復
堂
、
浅
地
倫ひ

と
し、

山
田
孝よ

し
お雄

、
井
上
江こ

う
か花

、
大
井
冷
光
、
田
部
重
治
、
吉

沢
庄
作
、
冠
松
次
郎
な
ど
の
文
人
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
、
書
物
や
新
聞
紙
上
で
立
山
・

黒
部
峡
谷
な
ど
の
魅
力
を
広
く
世
に
紹
介
し
た
。

　

例
え
ば
井
上
江
花
は
「
精
神
を
修
養
す
る
に
は
黒
部
国
有
林
に
優
る
学
校
は
な
い
」
と

述
べ
、
自
ら
足
を
踏
み
入
れ
た
黒
部
峡
谷
の
厳
し
さ
と
と
も
に
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
た
。

ま
た
彼
と
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
大
井
冷
光
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
憧
れ
で
あ
っ
た
立
山
に

登
頂
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
資
料
を
集

め
『
立
山
案
内
』
を
編
集
し
た
が
、
そ
れ
は

歴
史
・
伝
承
か
ら
自
然
系
の
地
質
・
植
物
ま

で
含
む
総
合
案
内
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
立
山
・
黒
部
を
は
じ
め
、
富
山

の
自
然
・
文
化
や
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の

魅
力
を
伝
え
る
数
々
の
著
作
は
、
後
の
富
山

の
観
光
啓
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と

い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
後
、昭
和
六
年（
一
九
三
一
）

に
制
定
さ
れ
た
国
立
公
園
法
に
も
と
づ
き
、
富
山
・
長
野
・
岐
阜
・
新
潟
に
ま
た
が
る
山

岳
地
域
が
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
中
部
山
岳
国
立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
。
こ
の

こ
と
も
観
光
を
目
的
と
し
た
入
山
者
の
増
加
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
く
。

　

鉄
道
整
備
事
業
は
、
輸
送
の
利
便
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
富
山
県
の
発
展
を
他
の

地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

　

日
本
海
側
で
初
め
て
開
通
し
た
民
営
鉄
道
は
、
中
越
鉄
道
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）、高
岡
か
ら
砺
波
平
野
を
南
下
し
て
城
端
に
至
る
路
線
と
し
て
認
可
さ
れ
、

明
治
三
十
年
に
高
岡
―
福
野
、
翌
明
治
三
十
一
年
に
高
岡
―
城
端
間
が
開
通
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
三
十
三
年
に
は
高
岡
―
伏
木
間
も
開
通
し
た
。

　

ま
た
、
県
東
部
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
私
設
鉄
道
が
、
立
山
軽
便
鉄
道
で
あ
っ
た
。
明

治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
制
定
の
「
軽
便
鉄
道
法
」
に
も
と
づ
き
建
設
が
開
始
さ
れ
、

「黒部峡谷　新鐘釣温泉場の景」
（富山市郷土博物館蔵）

鉄
道
網
の
発
達
と
富
直
線
の
開
通

人　名 年  号 西暦 内           容

深見　チエ 明治6年 1873
女性初の立山登頂、立山温泉経営
者深見六郎右衛門（十二代目）の
妻

ヤコバ（蘭） 明治24年 1891

立山登頂
オランダ人技師である父、ヨハネス
=デ=レイケの通訳
内務省、県庁の役人も同行し立山
登頂

富 山 女 子 師 範 学
校・県立富山高等
女学校の生徒

大正8年 1919 初の女性団体（48名）による立山
登山

人　名 年  号 西暦 内           容

東久邇宮稔
なるひこ

彦王 大正8年 1919 皇族最初の立山登山（７月）、帰り
に立山温泉泊

朝香宮鳩
やすひこ

彦王 大正1０年 1921 信州より入山。針ノ木峠越え、立山、
剱岳登頂

秩父宮雍
やすひと

仁親王 大正１３年 １924
皇族最初の積雪期登山（5月）
ブナ坂からスキー登山　
峰々をスキー、アイゼンで踏破

竹田宮恒
つねよし

徳王・
北白川宮永

ながひさ

久王
大正15年 1926 剱岳、立山登頂。針ノ木峠越えで

下山

女性登山年表

皇族登山年表
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翌
明
治
四
十
四
年
、
中
新
川
軽
便
鉄
道
と
し
て
申
請
許
可
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
滑
川
―
五
百
石
間
が
開
通
、さ
ら
に
大
正
十
年（
一
九
二
一
）に
は
、五
百
石
―
立
山
間（
現・

岩
峅
寺
）
に
延
伸
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
特
に
県
内
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
北
陸
線
（
富
直
線
）
の
開

通
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）、
政
府
は
「
鉄
道
敷
設
法
」
を
公
布
、
翌

二
十
六
年
よ
り
官
営
で

の
北
陸
線
建
設
（
敦
賀

―
富
山
間
の
工
事
）
が

開
始
さ
れ
た
。
明
治

三
十
二
年（
一
八
九
九
）

に
高
岡
―
富
山
間
が
開

通
し
、
富
山
駅
は
桜
谷

村
田
刈
屋
（
現
、
富
山

市
）
に
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
明
治
三
十
三
年
に
「
関
西
二
府
十
五
県
連
合

共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
六
年
に
、
富
直
線
早
期
着
工
を
求
め
る

李り
の
い
え家

隆た
か

介す
け

知
事
の
上
申
書
が
政
府
に
提
出
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
、「
鉄
道
敷
設
法
中
改

正
加
除
」（
法
律
第
十
四
号
）
に
よ
り
富
直
線
建
設
が
決
定
し
た
。
明
治
四
十
一
年
に
富

山
―
魚
津
間
が
開
通
、
富
山
駅
は
現
在
の
富
山
市
牛
島
の
地
に
移
転
し
た
。
そ
し
て
、
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
富
直
線
（
富
山
―
直
江
津
間
）
が
よ
う
や
く
開
通
し
、
北
陸
線

（
米
原
―
直
江
津
間
）
が
全
通
し
て
富
山
県
は
関
東
圏
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
年
に
開
催
さ
れ
た
の
が
「
一
府
八
県
連
合
共
進
会
」
で
あ
る
。

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
年
に
、
県
立
女
学
校
（
現
・
富
山
い
ず
み
高
校
）
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
、
共
進
会
の
第
二
会
場
で
あ
っ
た
魚
津
で
は
水
族
館
が
開
館
し
た
。
こ
の
共

進
会
は
浜
田
恒
之
助
知
事
の
も
と
、
大
正
元
年
の
伏
木
港
修
築
完
成
、
同
二
年
の
北
陸
線

全
通
（
富
直
線
の
完
成
）
を
富
山
県
発
展
の
機
会
と
と
ら
え
、
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
府
県
は
、
東
京
府
と
新
潟
・
栃
木
・
群
馬
・
岐
阜
・
石

川
・
福
井
・
滋
賀
の
七
県
で
、
入
場
者
は
七
二
万
六
千
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
共
進
会
を
契
機
に
、
富
山
駅
か
ら
堀
川
村
の
会
場
ま
で
富
山
電
気
軌
道
が
開
業
さ

れ
、
富
山
市
の
交
通
基
盤
が
一
層
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
県
東
部
・
西
部
、
北
陸
各
県
と

の
交
流
が
深
ま
り
、関
西
か
ら
関
東
甲
信
越
地
方
ま
で
交
流
圏
が
拡
大
し
た
。さ
ら
に
様
々

な
案
内
書
や
絵
葉
書
な
ど
も
発
行
さ
れ
、
富
山
県
の
名
所
旧
跡
、
景
勝
地
な
ど
も
広
く
紹

介
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
富
山
市

主
催
に
よ
り
、
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
・
富
山
県
庁
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
神

通
川
廃
川
埋
め
立
て
地
で
「
日
満
産
業

大
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
七

年
の
満
州
国
建
設
や
朝
鮮
半
島
へ
の
直

通
航
路
開
設
を
背
景
に
、
日
本
海
対
岸

同
士
が
手
を
結
び
、
新
た
な
日
本
海
交

流
圏
を
樹
立
す
る
と
い
う
産
業
発
展
へ

の
期
待
が
こ
め
ら
れ
た
博
覧
会
で
あ
っ

た
。
本
館
・
日
満
記
念
館
・
観
光
館
・

電
気
と
工
業
の
館
・
売
薬
振
興
館
・

日
満
産
業
大
博
覧
会

富
山
県
主
催
　
一
府
八
県
連
合
共
進
会

「日満産業大博覧会」の絵葉書
（富山市郷土博物館蔵）

「富山県知事稟申富直鉄道ノ儀ニ関スル件」
（公文類纂　国立公文書館蔵）
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富
山
県
館
な
ど
の
展
示
場
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
入
場
者
は

九
一
万
三
〇
三
〇
人
（
当
時
の
県
人
口

は
八
三
万
四
一
七
七
人
）
を
数
え
る
活

況
を
呈
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
も
博
覧

会
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
絵
葉

書
な
ど
に
よ
り
富
山
の
名
所
旧
跡
・
景

勝
地
が
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
博
覧
会
に
あ
わ
せ
て
、

富
山
市
営
軌
道
の
市
内
循
環
線
が
開
通

し
、
県
内
初
の
市
内
観
光
遊
覧
バ
ス
も

運
行
さ
れ
た
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）、
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
主
催
、
鉄
道
省
後

援
で
景
勝
地
の
人
気
投
票
「
日
本
新
八
景
」
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
鉄
道
省
公
認
に

よ
る「
昭
和
の
新
時
代
を
代
表
す
べ
き
新
日
本
の
景
勝
」を
選
定
す
る
と
い
う
企
画
で
あ
っ

た
。
平
原
・
湖
沼
・
瀑
布
・
渓
谷
・
河
川
・
海
岸
・
山
岳
・
温
泉
の
八
部
門
に
お
い
て
、「
葉

書
一
枚
に
つ
き
一
票
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
一
般
投
票
に
よ
り
十
位
以
内
を
決
定
、
そ
の
後
、

審
査
委
員
の
推
薦
で
二
次
審
査
を
実
施
し
、最
終
的
に
審
査
委
員
の
協
議
に
よ
り
、「
八
景
」

「
二
十
五
勝
」「
百
景
」
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
国
立
公
園
の
制
定
の
時
期
と
も
近
く
、
総
人
口
が
六
千
万
人
で
あ
っ
た

当
時
、
四
月
十
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の
期
間
に
、
総
投
票
数
が
九
千
三
百
万
票
余
を

超
え
る
熱
狂
的
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
八
景
に
は
、
狩
勝
峠
（
平
原
）、
十
和
田
湖
、
華

厳
滝
、上
高
地
、木
曽
川
、室
戸
岬
、

雲
仙
岳
、
別
府
温
泉
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
。

　

富
山
県
に
お
い
て
も
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ

た
。
投
票
期
間
の
序
盤
か
ら
中
盤
に

か
け
て
、
組
織
票
と
み
ら
れ
る
投
票

に
よ
り
、
黒
部
峡
谷
・
小
川
温
泉
・

宇
奈
月
温
泉
・
立
野
ヶ
原
は
、
各
部

門
で
ト
ッ
プ
一
〇
入
り
し
た
。
多
く

は
そ
の
後
、
脱
落
し
て
い
っ
た
が
、

そ
の
中
で
黒
部
峡
谷
だ
け
は
「
黒
部

峡
谷
入
選
期
成
同
盟
会
」
の
熱
心
な
活
動
に
よ
り
八
二
万
票
余
り
を
集
め
、
八
位
と
奮
闘

し
た
。
当
時
の
富
山
県
人
口
は
約
七
五
万
人
で
あ
り
、
そ
れ
を
上
回
る
投
票
数
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
元
の
有
力
者
ら
が
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
郷
土
愛
の
現
れ

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
終
的
に
黒
部
峡
谷
は
、
立
山
と
と
も
に
「
二
十
五
勝
」
に
選
定
さ
れ
た
。

　

富
山
県
で
も
「
日
本
新
八
景
」
選
定
の
全
国
的
盛
り
上
が
り
の
影
響
を
受
け
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
六
月
十
八
日
か
ら
七
月
二
十
七
日
ま
で
を
投
票
期
間
と
し
て
、
富
山
新

報
社
に
よ
る
「
県
下
理
想
的
避
暑
地
」
選
定
が
企
画
さ
れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
県
内
の
温

泉
・
遊
園
地
・
滝
・
海
水
浴
場
・
鉱
泉
か
ら
一
般
投
票
で
選
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

入
選
し
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

日
本
新
八
景
と
そ
の
影
響

富
山
県
下
理
想
的
避
暑
地

『富山県下理想的避暑地』　第１位　生地鉱泉
（富山県立図書館蔵）

観光客はじめ多くの人々が宿泊した富山ホテル
（富山市郷土博物館蔵）
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生
地
鉱
泉
（
一
位
）、東
岩
瀬
海
水
浴
場
（
二
位
）、八
木
山
の
滝
（
三
位
）、高
熊
鉱
泉
（
四

位
）、
笹
津
遊
園
地
（
五
位
）、
城
端
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
（
六
位
）、
湯
谷
温
泉
（
七
位
）、
雨

晴
（
八
位
）、
小
川
温
泉
（
九
位
）、
放
生
津
ガ
メ
島
（
十
位
）。

　

投
票
合
戦
は
、終
盤
に
抜
出
し
た
生
地
鉱
泉
が
逃
げ
切
っ
た
。『
富
山
新
報
』に
よ
れ
ば
、

各
地
で
協
議
会
や
後
援
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
組
織
票
が
勝
負
を
決
め
た
と
い
え
る
。

　

昭
和
初
期
の
旅
行
ブ
ー
ム
の
中
で
、
避
暑
地
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
選
定
対
象
と
さ
れ
た

こ
と
、余
暇
を
楽
し
む
機
運
が
生
ま
れ
、人
気
投
票
を
契
機
に
郷
土
愛
（
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
）

が
醸
成
さ
れ
た
状
況
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
戦
後
の
観
光
産
業
の
発
展

　

富
山
県
で
は
、
戦
争
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
県
内
の
諸
産
業
や
県
民
生
活
を
い

ち
早
く
復
興
さ
せ
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
二
十
年
代
に
高
岡
市
と
富

山
市
で
産
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
「
高
岡
産
業
博
覧
会
」（
会
期
、
四
月
五
日
～

五
月
二
十
五
日
）
が
高
岡
古
城
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
北
陸
初
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
館
・
貿

易
館
・
電
源
館
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
会
場
と
し
て
高
岡
市
美
術
館
（
現
、
高
岡
市
立
博

物
館
）
が
新
築
さ
れ
、
高
岡
市
お
よ
び
県
西
部
地
域
の
観
光
宣
伝
効
果
も
大
き
か
っ
た
。

　

次
い
で
、
昭
和
二
十
九
年
に
「
富
山
産
業
大
博
覧
会
」
が
富
山
城
址
公
園
・
魚
津
水
族

館
（
会
期
、
四
月
十
二
日
～
六
月
四
日
）
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
富
山
市

庁
舎
・
富
山
市
公
会
堂
が
新
築
さ
れ
た
。
博
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
富
山

城
（
現
・
富
山
市
郷
土
博
物
館
）
で
は
、
会
期
中
「
美
の
殿
堂
」
と
し
て
美
術
展
や
展
覧

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
博
覧
会

は
、
富
山
県
の
戦
後
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
富
山
県
の
豊
か
な
電
力
や
く

す
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
郷
土
産
業
の
発

展
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

博
覧
会
ブ
ー
ム
の
時
代
の
中
で
、
新

聞
や
雑
誌
広
告
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
葉
書
な

ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
県
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
戦
後
の
富
山
県
の
産

業
や
生
活
に
活
気
を
も
た
ら
し
た
。

　

昭
和
三
十
年
代
後
半
以
降
、
富
山
県
で
は
自
動
車
の
普
及
が
進
み
、
鉄
道
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
の
衰
退
が
深
刻
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、
全
国
水
準
を
上
回
る
急
速
な
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
中
で
、
輸
送
手
段
と
し
て
の
高
速
道
路
網
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
の
計
画
実
現
に
は
長
期
間
を
要
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
関
西
・
首
都
圏
・
中
京
圏

と
直
結
し
、物
流
の
み
な
ら
ず
、人
の
流
れ
が
促
進
さ
れ
、観
光
客
の
流
入
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
北
陸
自
動
車
道
の
建
設
決
定

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
富
山
県
内
で
の
着
工
（
砺
波
イ
ン
タ
ー
付
近
）

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
小
杉
︱
砺
波
間
開
通

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
富
山
︱
米
原
間
開
通
→
太
平
洋
側
と
直
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
︱
滑
川
間
開
通

「観光の富山」の絵葉書（富山市郷土博物館蔵）

高
速
道
路
網
の
発
達

戦
後
復
興
と
博
覧
会
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昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
→
県
内
全
線
約
一
〇
〇
㎞
貫
通

平
成
二
十
年　

（
二
〇
〇
八
）
東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
→
名
古
屋
と
直
結

　

立
山
山
岳
観
光
開
発
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
富
山
県
が
総
合
開
発
計
画

の
中
で
、
立
山
開
発
の
基
本
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ま
た
、
同
年
、
富
山
地

方
鉄
道
（
株
）
社
長
の
佐
伯
宗
義
が
中
心
と
な
っ
て
立
山
開
発
鉄
道
（
株
）
を
設
立
し
、

準
備
体
制
に
入
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
吉
田
実
知
事
は
、
立
山
貫
通
道
路
の
建
設
を
核
と

し
た
「
山
の
夢
」
を
発
表
し
、
立
山
観
光
開
発
は
官
民
一
体
と
な
っ
て
本
格
化
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
立
山
開
発
の
基
本
方
針
策
定　

高
辻
武
邦
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
開
発
鉄
道
（
株
）
設
立　

社
長
佐
伯
宗
義

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
立
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
開
通
（
千
寿
ヶ
原
︱
美
女
平
間
）

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
弥
陀
ヶ
原
ホ
テ
ル
営
業
開
始

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
弥
陀
ヶ
原
ま
で
登
山
バ
ス
開
通
、
大
町
ト
ン
ネ
ル
開
通

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
黒
部
第
四
発
電
所
・
黒
部
ダ
ム
完
成

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
室
堂
平
ま
で
登
山
バ
ス
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
山
黒
部
貫
光
（
株
）
設
立　

社
長
佐
伯
宗
義

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
映
画
「
黒
部
の
太
陽
」
公
開

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
立
山
ト
ン
ネ
ル
貫
通

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
全
線
開
通

　

こ
の
事
業
は
、
総
工
費
八
七
億
円
、
延
べ
五
六
万
人
も
の
労
力
を
費
や
し
た
一
大
観
光

開
発
産
業
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、弥
陀
ヶ
原
の
大
高
原
、み
く
り
が
池
、地
獄
谷
、

北
ア
ル
プ
ス
の
山
容
、
大
峡
谷
と
巨
大
な
ダ
ム
な
ど
周
辺
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
み
な
が

ら
約
四
時
間
で
富
山
市
か
ら
長
野
県
の
大
町
市
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な
立
山
観
光
開
発
に
よ
り
、
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
に
は
自
動
車
道
が
弥
陀
ヶ
原
ま
で
開
通
し
、
立
山
日
帰
り
登
山
が
可
能
に

な
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
室
堂
ま
で
開
通
し
、
立
山
、
み
く
り
が
池
、
地
獄
谷
周
辺

に
も
容
易
に
足
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
立
山
一
帯
は
、
年
間
百
万
人
以

上
の
人
々
が
訪
れ
る
全
国
有
数
の
山
岳
観
光
地
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
建
設
に
際
し
、
自
然
環
境
の
調
査
と
提
言
を
行
う
た
め
、「
富

山
県
自
然
保
護
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
ル
ー
ト
建
設
の
途
中
で
、
工
事
や
観
光

客
が
も
た
ら
す
動
植
物
生
育
環
境
の
悪
化
、
車
の
排
気
ガ
ス
、
宿
泊
施
設
の
汚
水
な
ど
深

刻
な
環
境
問
題
が
発
生
し
た
。
黒
部
峡
谷
の
環
境
破
壊
や
立
山
高
原
の
環
境
汚
染
の
問
題

で
は
、
学
者
・
学
生
・
山
岳
関
係
者
な
ど
も
加
わ
り
、
規
制
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
た
。

そ
し
て
、
三
万
人
余
り
の
反
対
署
名
を
集
め
、
マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
禁
止
な
ど
を
求
め

て
富
山
県
や
環
境
庁
に
要
請
し
、
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
保
護
団
体

を
は
じ
め
富
山
の
自
然
を
愛
す
る
人
々
の
強
い
思
い
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保
護
が
図
ら

れ
て
い
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）「
富
山
県
自
然
保
護
協
会
」
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
建
設
へ
の
自
然
環
境
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
・
提
言

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）「
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
会
」
発
足

会
長
植
木
忠
夫

・
立
山
へ
の
マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
禁
止
を
県
や
環
境
庁
に

　

提
言

観
光
開
発
と
自
然
保
護

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
開
通
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・
雷
鳥
保
護
（
雷
鳥
研
究
会
と
協
力
）

・
ブ
ナ
林
保
護
の
基
礎
調
査
、
自
然
観
察
遊
歩
道
の
整
備

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
富
山
県
、
自
然
保
護
室
（
後
、
自
然
保
護
課
）
設
置

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
自
然
解
説
員
（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）
制
度
発
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
説
員
の
養
成
、
立
山
な
ど
四
地
区
に
配
置

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
室
堂
に
設
置

　

そ
の
他
、
各
種
団
体
に
よ
る
立
山
美
化
奉
仕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
立
山
の
自
然
環
境

を
守
る
活
動
が
今
日
に
至
る
ま
で
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

加
賀
藩
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
は
動
植
物
の
研
究
に
も
造
詣
が
深
く
、
し
ば
し
ば
領

民
に
命
じ
て
珍
鳥
を
集
め
さ
せ
た
が
、
雷
鳥
は

捕
え
さ
せ
な
か
っ
た
。
立
山
・
白
山
で
雷
鳥
を

見
か
け
た
領
民
を
集
め
て
そ
の
生
態
、
形
態
を

問
い
た
だ
し
、
絵
師
に
命
じ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
さ

せ
た
。
十
代
藩
主
治は

る

脩な
が

も
、
絵
師
を
登
山
さ
せ

て
立
山
の
雷
鳥
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
た
だ
け
で
捕

え
な
か
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
特
別
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
雷ラ

イ
チ
ョ
ウ鳥

は
、
古
く
か
ら
霊

山
に
住
む
霊
鳥
と
し
て
保
護
の
対
象
で
あ
り
、

今
日
の
雷
鳥
保
護
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

戦
後
日
本
の
再
建
の
た
め
、
政
府
は
昭
和

二
十
五
年（
一
九
五
〇
）に「
国
土
総
合
開
発
法
」

を
制
定
し
た
が
、
都
道
府
県
で
総
合
開
発
計
画

の
先
陣
を
切
っ
た
の
が
富
山
県
で
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
七
年
、「
富
山
県
総
合
開
発
計
画
」
が

策
定
さ
れ
た
。
戦
後
、
観
光
旅
行
が
さ
か
ん
に

な
る
に
つ
れ
て
、
富
山
県
や
県
内
各
自
治
体
で

も
観
光
開
発
や
地
元
へ
の
観
光
客
誘
致
の
動
き
が
活
発
化
し
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
、「
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会
」（
会
期
、
七
月
十
六

日
～
九
月
十
五
日
）
が
小
杉
町
の
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
新
世

紀
博
は
、
豊
か
な
ロ
ー
カ
ル
色
と
独
創
性
に

富
ん
だ
前
例
の
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
地
方
博
と

な
っ
た（
入
場
者
数
一
一
三
万
六
八
三
二
人
）。

　

ま
た
、平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
は
、「
第

一
回
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
，92
」（
会

期
、
七
月
十
日
～
九
月
二
十
七
日
）が
、
同

じ
く
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
博
覧
会
は
、
通
産
省
が
提
唱
す
る

ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
制
度
の
第
一
号
で
あ
り
、

新
し
い
時
代
の
人
間
の
生
き
方
・
地
域
の
あ

り
方
・
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
世
界
に

加
賀
藩
主
と
雷
鳥

コ
ラ
ム

富
山
県
総
合
開
発
計
画
と
観
光
行
政

『富山県総合開発計画』（富山県公文書館蔵）

新
た
な
博
覧
会
と
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ジャパンエキスポ富山 9̓2の会場風景
（正面ゲート付近）　
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向
け
て
提
唱
し
た
（
入
場
者
数
二
三
六
万
五
八
九
三
人
）。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
ア
ル
ミ

産
業
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、
医
薬
品
産
業
な
ど
富
山
県
が

誇
る
最
先
端
技
術
を
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
県
内
全
自
治

体
お
よ
び
世
界
の
国
々
、
友
好
州
省
の
紹
介
と
交
流
や
、「
み
ん
な
で
語
ろ
う
︱
富
山
の

昭
和
史
︱
」
が
開
催
さ
れ
、
新
世
紀
に
向
け
て
過
去
の
歴
史
に
学
ぶ
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
四
日
の
会
期
中
、

置
県
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
い
い
人　

い
い
味　

い
き
い
き
富
山
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
た
。
富
山
県
の
持
つ
恵
ま
れ
た
観
光

資
源
を
広
く
全
国
に
紹
介
、
宣
伝
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
、
観
光
客
の
誘
致
増
大
と
観
光

の
振
興
が
図
ら
れ
た
。

四
　
こ
れ
か
ら
の
富
山
の
観
光

　

現
在
富
山
県
で
は
、「
パ
ノ
ラ
マ　

キ
ト
キ
ト　

富
山
に
来
ら
れ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線
開
業
効
果
な
ど
に
よ
り
、

平
成
二
十
七
年
現
在
、
黒
部
峡
谷
鉄
道
や
宇
奈
月
温
泉
、
瑞
龍
寺
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

の
主
要
な
観
光
地
の
入
込
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
た
。

　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
法
」
に
も

と
づ
き
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
十
月
一
日
に
観
光
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
富
山
県
で

は
そ
れ
に
加
え
、同
年
十
二
月
二
十
二
日
に
「
元
気
と
や
ま
観
光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
、

選
ば
れ
続
け
る
観
光
地　

富
山
―
『
海
の
あ
る
ス
イ
ス
』
を
目
指
し
て
―
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、「
観
光
立
県
」
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

①
自　
　

然　

立
山
黒
部
の
山
岳
、
富
山
湾
、
砺
波
の
散
居
村
な
ど

　

②
食
文
化　

ま
す
の
寿
司
、
氷
見
鰤
、
し
ろ
え
び
、
ほ
た
る
い
か
、
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

③
産　
　

業　

富
山
の
く
す
り
、
高
岡
銅
器
、
井
波
彫
刻
な
ど
の
伝
統
産
業

　

④
歴　
　

史　
世
界
文
化
遺
産
「
五
箇
山
・
相
倉
合
掌
造
集
落
」
国
宝
「
瑞
龍
寺
」
な
ど

　

⑤
伝
統
文
化
「
越
中
お
わ
ら
風
の
盆
」「
む
ぎ
や
祭
り
」「
高
岡
御
車
山
祭
」
な
ど

　

ま
た
、海
越
し
の
美
し
く
雄
大
な
自
然
景
観
を
誇
る
富
山
湾
は
、ユ
ネ
ス
コ
支
援
の
「
世

界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
に
も
加
盟
し
た
。
こ
の
よ
う
に
富
山
県
に
は
、
多
様
な
観

光
資
源
が
あ
る
。

　

ま
た
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
基
盤
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
富
山
県
は
、
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
か
ら
ほ
ぼ
同
距
離
に
あ

り
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
富
山
―
東

京
間
の
移
動
時
間
は
二
時
間
八
分
に
短

縮
さ
れ
た
。「
富
山
き
と
き
と
空
港
」

か
ら
は
、
東
京
、
札
幌
へ
の
国
内
線
、

ソ
ウ
ル
、
大
連
、
上
海
、
台
北
へ
の
国

際
線
も
就
航
し
、
環
日
本
海
・
東
ア
ジ

ア
の
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
さ
れ

て
い
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
県
で
あ
る
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、
県
内
の
観
光
拠
点
を
つ
な

ぎ
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
・
個
性
を
発
信

す
る
広
域
的
観
光
が
今
日
、
目
指
さ
れ

て
い
る
。

北陸新幹線の開業
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お
わ
り
に

　
「
観
光
」と
い
え
ば
一
般
的
に
は「
楽
し
み
を
目
的
と
す
る
旅
行
」を
指
す
場
合
が
多
い
。

本
来
の
観
光
の
語
源
は
『
易
経
』
の
「
国
の
光
を
観
る
」、つ
ま
り
「
地
域
の
光
を
観
る
」

営
み
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
光
と
は
、
地
域
の
自
然
や
文
化
、
伝
統
、
産
業
な
ど
を
輝
か

せ
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
誇
り
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
太
平
の
世
が
続
き
街
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
伊
勢
神
宮
や
善
光
寺
・
身
延

山
や
親
鸞
聖
人
ゆ
か
り
の
寺
院
へ
の
寺
社
参
詣
や
、
温
泉
へ
の
湯
治
の
旅
な
ど
が
一
般
庶

民
に
も
普
及
し
た
。
越
中
で
も
小
川
温
泉
を
始
め
公
に
は
開
湯
前
で
あ
っ
た
鐘
釣
温
泉
に

も
農
作
業
の
合
間
の
一
時
の
癒
し
と
し
て
旅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
治
以
降
は
、
特
に
鉄
道
な
ど
の
交
通
整
備
が
進
む
中
、
楽
し
み
を
求
め
る
庶
民
の
旅

は
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
。
富
山
県
で
も
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
一
府
八
県
連
合
共

進
会
や
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
日
満
産
業
大
博
覧
会
、
戦
後
の
高
岡
産
業
博
覧
会

や
富
山
産
業
大
博
覧
会
な
ど
を
通
じ
て
、
県
内
の
名
所
旧
跡
の
み
な
ら
ず
、
富
山
の
近
代

化
や
復
興
、
産
業
・
文
化
の
発
展
や
観
光
地
を
県
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
こ
れ
ら

は
大
衆
を
惹
き
つ
け
、
そ
の
時
々
の
富
山
県
の
「
光
」
を
示
す
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
は
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
期
ま
で
は
、
日
本
経
済
の
発
展
と
と
も

に
経
済
効
果
を
重
視
し
た
観
光
の
大
衆
化
が
一
層
進
む
中
、
自
然
破
壊
な
ど
の
弊
害
も
生

ま
れ
た
。
富
山
県
で
は
立
山
観
光
開
発
が
進
み
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
が
全
線
開
通
し
て
、年
間
百
万
人
を
超
え
る
国
内
有
数
の
観
光
地
と
な
る
一
方
、

自
然
環
境
の
悪
化
に
対
し
、
マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
禁
止
や
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
配
置
な
ど

自
然
保
護
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
、
そ
れ
は
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

富
山
県
は
、
豊
か
な
自
然
景
観
や
食
文
化
、
歴
史
・
伝
統
文
化
な
ど
多
様
な
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
速
道
路
網
の
整
備
や
北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
首
都
圏
、

関
西
、
中
京
方
面
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
一
層
便
利
に
な
っ
た
。
富
山
き
と
き
と
空
港
、

伏
木
富
山
港
か
ら
の
環
日
本
海
・
東
ア
ジ
ア
と
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
ふ
る
さ
と
の
特
性
を
活
か
し
、「
観
光
立
県
」
を
め
ざ
し
て
、
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

主要参考文献
書　　　　　　　名 編　著　者 出版年 発行・出版

1 『富山県史』通史編Ⅳ近世下 富山県 1983 富山県
2 『富山県史』通史編Ⅴ近代上 富山県 1981 富山県
3 『富山県史』通史編Ⅵ近代下 富山県 1984 富山県
4 『富山県史』通史編Ⅶ現代 富山県 1983 富山県
5 『富山県史』史料編Ⅵ近代上 富山県 1978 富山県
6 『富山県史』史料編Ⅶ近代下 富山県 1982 富山県
7 『富山県史』史料編Ⅷ現代 富山県 198０ 富山県
8 『富山地方鉄道五十年史　理念編』 富山地方鉄道株式会社編 1982 富山地方鉄道株式会社
9 『富山地方鉄道五十年史』 富山地方鉄道株式会社編 1983 富山地方鉄道株式会社
1０ 『とやま近代化ものがたり』 富山近代史研究会編著　高井進監修 1996 北日本新聞社
11 『江戸の旅人たち』 深井甚三 1997 吉川弘文館
12 『越中の文学と風土』 廣瀬誠 1998 桂書房
13 『ふるさと富山歴史館』 深井甚三・米原寛／監修 2００1 富山新聞社
14 『歴史と観光－富山近代史の視座－』 富山近代史研究会編 2０14 山川出版社
15 『近代日本の地域形成－歴史地理学からのアプローチ－』 山根拓・中西遼太郎編著 2００7 海青社
16 『近代ツーリズムと温泉』 関戸明子 2００7 ナカニシヤ出版
17 『近代日本の視覚的経験－絵地図と古写真の世界－』 中西遼太郎・関戸明子編著 2００8 ナカニシヤ出版
18 『もうひとつの立山信仰』 富山県 1992 富山県【立山博物館】
19 『富山の近代化～町はこうしてつくられた～』 富山市教育委員会 2０００ 富山市郷土博物館
2０ 『企画展　街道～越中を行き交う人々～』 富山市教育委員会 2００1 富山市郷土博物館
21 『特別展　富山の商店街～近代化のあゆみ～』 富山市教育委員会 2００1 富山市郷土博物館

22 『第17回企画展　異人たちが訪れた立山カルデラ
　－立山新道と外国人登山－』 富山県 2００6 立山カルデラ砂防博物館

23 『旅行時代の到来－パノラマ地図と近代大衆旅行－』 滑川市教育委員会 2０12 滑川市立博物館
24 「越中魚津町の「侠客」三ケ屋作兵衛のこと」（『富山史壇』第153号） 浦田正吉 2００7 越中史壇会
25 「日本八景」の選定：192０年代の日本におけるメディア・イベントと観光 新田太郎 2０1０ 慶応大学アート・センター
26 平成26年度企画展「とやまの鉄道物語」 富山県公文書館 2０14 富山県公文書館
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関　連　年　表（近代以降）
年　号 西　暦 内　　　　　　　　　　　容

明治6年 1873 女性初の立山登頂（深見チエ）
明治8年 1875 外国人初の立山登山（英国のガウランドとデュロン）。高岡古城公園の指定
明治11年 1878 小杉復堂（旧富山藩士）立山登頂
明治18年 1885 富山県米繭糸共進会開催（富山県初の共進会）
明治26年 1893 日本初の旅行斡旋業者・喜賓会設立。ウエストンが大町から立山登頂
明治27年 1894 富山市で勧業博覧会開催

明治33年 19００ 関西２府15県連合共進会開催
富山県内務部編『越中名勝案内』、浅地倫著『富山案内記』刊行

明治42年 19０9 皇太子行啓。石崎光瑶・河合良成ら民間人による剣岳初登頂
大正元年 1912 ジャパン・ツーリスト・ビューロー（現、ＪＴＢ）設立

大正２年 1913
北陸線（富直線）、富山－直江津間開通。１府8県連合共進会開催（堀川村・魚津水族館）。
富山市内電気軌道開業。富山市編『富山市案内』、連合共進会富山県協賛会『富山県案内』、
中部鉄道管理局編『北陸線案内』

大正11年 1922 黒部温泉会社設立
大正12年 1923 黒部鉄道が宇奈月まで開通

昭和２年 1927 大阪毎日新聞社・東京日日新聞社「日本新八景」選定
富山新報社「県下理想的避暑地」選定

昭和３年 1928 富山都市計画事業決定。冠松次郎著『黒部溪谷』刊行
昭和４年 1929 八ヶ山遊園（スキー場、運動公園）の開発。川崎順二、「越中八尾民謡おわら保存会」創設

昭和５年 193０ 鉄道省に国際観光局設置。このころから各地で観光対策を担う部署や観光協会が設立される。
小牧ダム完成。富山電気鉄道開業。富山県庁焼失

昭和７年 1932 産業観光富山宣伝会が発足
昭和９年 1934 富山県『観光の富山県』発行。立山・黒部を含む中部山岳地帯が国立公園に指定
昭和1０年 1935 新県庁舎、神通川廃川地に竣工。富岩運河完成

昭和11年 1936 日満産業大博覧会開催（富山市）、「富山県観光交通鳥瞰図」発行（吉田初三郎）
宮市大丸富山支店にジャパン・ツーリスト・ビューロー案内所設置

昭和18年 1943 富山地方鉄道（株）設立
昭和21年 1946 富山県観光協会が発足。　（昭和31年、富山県観光連盟と改称<会長は県知事>）
昭和26年 1951 高岡産業博覧会開催（高岡市古城公園）
昭和27年 1952 富山県総合開発計画策定。立山開発鉄道（株）設立。第１回となみチューリップフェア開催

昭和29年 1954 富山産業大博覧会開催（富山城址、魚津水族館）。立山ケーブルカー開通（千寿ケ原－美女平間）
立山町、観光課設置

昭和3０年 1955 富山市で第１回全国チンドン・コンクール開催。魚津埋没林、国特別天然記念物指定
昭和33年 1958 弥陀ヶ原までバス開通
昭和34年 1959 吉田実知事著、『野に山に海に』刊行。富山県経済部に通商観光課設置
昭和35年 196０ 高岡御車山、国重要有形民俗文化財に指定
昭和38年 1963 観光基本法制定。黒部第四発電所・黒部ダム完成。富山空港開港
昭和39年 1964 立山黒部貫光（株）設立
昭和43年 1968 富山新港開港
昭和46年 1971 立山黒部アルペンルート全線開通、黒部峡谷鉄道（株）設立

昭和58年 1983 県民公園太閤山ランドオープン。にっぽん新世紀博覧会開催。いきいき富山観光キャ
ンペーン開始

昭和63年 1988 北陸自動車道、全線開通
平成４年 1992 第１回ジャパンエキスポ富山︐92開催（太閤山ランド）。海王丸パーク完成
平成５年 1993 初の国際定期航空路線富山－ソウル便就航
平成７年 1995 五箇山の合掌造り集落、ユネスコ世界遺産に登録
平成９年 1997 瑞龍寺、国宝に指定
平成1０年 1998 中島閘門修復完了、国重要文化財に指定
平成14年 2００2 牛島閘門、国の登録有形文化財に指定
平成18年 2００6 富山ライトレール営業開始
平成2０年 2００8 観光庁設置。東海北陸自動車道全線開通。富山県、元気とやま観光振興条例制定
平成23年 2０11 富岩運河環水公園全面開園
平成24年 2０12 立山弥陀ヶ原・大日平がラムサール条約に登録。新湊大橋開通
平成27年 2０15 北陸新幹線開業、あいの風とやま鉄道開業（３月14日）

年表では企画展の展示物・パンフレットに記載したものを中心に取り上げた。
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企画展史資料一覧
史　　資　　料　　名 所　　　蔵 実物 パンフ パネル ポスター ちらし

江

戸

時

代

の

旅

「往来手形之事」 富山県公文書館（広野家文書） ○ ○
『二十四輩順拝図会　巻之三』 富山県公文書館（佐伯家文書） ○ ○
「越中国立山之図」 富山県立図書館 ○
「黒薙温泉図絵」 富山県立図書館 ○ ○
「立山温泉敷地之図」 富山県立図書館 ○
「小川温泉日記」 富山県公文書館（海内家文書） ○ ○ ○
「越中富山神通川船橋之図、名物あいのすし」 富山市売薬資料館 ○ ○
『越中立山参詣記行方言修行金草鞋』 富山県立図書館 ○ ○
「富山城雪解清水　信越境更々越」 富山市郷土博物館 ○
「越中国立山温泉并新道之図」 富山県立図書館 ○
「対日本諸国名高大川見立角力」 富山県公文書館（石井家文書） ○
「諸国温泉功能鑑」 富山県公文書館（石井家文書） ○ ○
「越中愛本温泉絵はかき」 個人蔵 ○ ○

近

代

に

み

る

観

光

の

幕

開

け

「大日本地図明治道中記」 富山県公文書館（荒木家文書） ○
「立山附近略図」 富山県公文書館（北野家文書） ○
「富山名所」12枚 富山県公文書館（河尻家文書） ○
「立山鎮座雄山神社参拝の栞」 個人蔵 ○
「秩父宮殿下立山御登山一件」 富山県公文書館 ○ ○ ○
「富山県知事稟申富直鉄道ノ儀二関スル件」 国立公文書館 複製 ○
『北陸鉄道案内』 富山県立図書館 ○
「富山電気軌道会社軌道敷設特許権譲渡の件」 国立公文書館 複製
「富山案内記　附共進会手引草」 富山市郷土博物館 ○
一府県連合共進会リーフレット 河尻家文書 ○
『越中遊覧志』 富山県立図書館 ○
「八尾案内」 富山県公文書館（北野家文書） ○
『日本八景』 富山県立図書館 ○ ○
『富山県下理想的避暑地』 富山県立図書館 ○ ○
「黒部峡谷日本八景八位入選の礼状」 入善町教育委員会（米澤家文書） ○
「富山県案内」 富山県公文書館 ○
「鉄道旅行案内」 富山県公文書館寄託（枡田家文書） ○ ○ ○
「越中小川温泉絵葉書」 個人蔵 ○
「最新実測富山市街図」(大正11年） 富山市郷土博物館 ○
「富山市を中心とせる縣下名勝鳥瞰図」（昭和７） 富山県公文書館（高田家文書） ○ ○ ○
「御土産品買ヨイ店案内」 富山市郷土博物館 ○
高岡産業博覧会の写真 富山県公文書館 ○
富山産業大博覧会の写真 富山県公文書館 ○

戦
後
の
観
光
産
業
の
発
展

『富山県総合開発計画書　第六編　交通計画』 富山県公文書館 ○ ○
「富山巡り六さん双六」 富山市郷土博物館 ○
佐伯宗義の写真 富山地方鉄道株式会社 ○
「北回り新幹線想定図」 富山地方鉄道株式会社 ○
「立山開発鉄道千丈ヶ原・美女平間鋼索鉄道敷設免許」 国立公文書館 複製
「立山へ」 富山県公文書館（北野家文書） ○ ○ ○
「富山名所絵はがき」 富山市郷土博物館 ○ ○
「宇奈月温泉と黒部峡谷の探勝」 個人蔵 ○
『富山県置県百年記念事業報告書』 富山県公文書館 ○
『新世紀博覧会公式記録』 富山県公文書館 ○ ○
第１回ジャパンエキスポ︐92公式記録 富山県公文書館蔵 ○ ○ ○
『いい人いい味いきいき富山』 富山県立図書館 ○
いい人　いい味　いきいき富山　キャンペーングッズ 富山県公文書館 ○

こ
れ
か
ら
の

富
山
の
観
光

名勝絵葉書　氷見の風物 個人蔵 ○
「おわら節戯唄」 富山県公文書館（北野家文書） ○
売薬紙風船 個人蔵 ○
パノラマ　キトキト　富山に来られ　キャンペーンポスター 富山県公文書館 ○

− 16−



於保多神社（現：於保多町） 日枝神社・堀川大尉銅像（現：山王町）

光厳寺／大法寺（現：五番町･梅沢町） 停車場（現：牛島町）

東新地仲ノ丁／稲荷大明神（現：東町･稲荷町） 神通橋 長岡御廟所（現：七軒町･八ヶ山）

県庁前通り・郵便局（現：大手町） 広貫堂（現：梅沢町）

呉羽山／六十九連隊（現：富山大学） 模範工場及び内部（現：大泉町）

県庁・議事堂（現：富山城址公園） 中町通り・十二銀行（現：中央通り一丁目周辺）

皇
太
子
（
後
の
大
正
天
皇
）
の
富
山
市
へ
の
行
啓
を
記
念
し
て
、
明
治
42
年
９
月
に
富
山

市
袋
町
の
高
見
活
版
所
よ
り
刊
行
。
多
色
刷
り
の
石
版
画
全
12
枚
で
あ
る
。

大
版
画
の
中
に
小
版
画
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
名
所
で
あ
っ
た

寺
社
に
加
え
て
、
当
時
の
最
先
端
を
い
く
近
代
的
建
物
や
工
場
な
ど
も
明
治
末
年
頃
の
富
山

市
の
代
表
的
名
所
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 （
河
尻
家
文
書　

富
山
県
公
文
書
館
蔵
）

明治42年
（1909）
9月
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お問い合わせ先 富山県公文書館 〒930-0115 富山市茶屋町33-2
TEL 076（434）4050 FAX 076（434）4093 http://www.pref.toyama.jp/branches/1147/

県
立
図
書
館
●

県
立
図
書
館
前

至
高
岡

至
滑
川

城
址
大
通
り

神
通
川●

　　　埋蔵文化財
　　センター

呉羽山公園
●

富山大学 至富山I.C.

県道富山高岡線

城址公園
●

●弓道場

富 山 県
公文書館

富山駅呉羽駅

41

■ 交通機関

JR富山駅発バス ●新港東口行〈県立図書館前〉下車徒歩……………3分
                      ●高岡小杉方面行〈呉羽山公園〉下車徒歩………10分

あいの風とやま鉄道
JR北陸新幹線


